
WHAT’S NEW SOLIDWORKS® 2026 –  
コラボレーションとデータ管理
これらの機能強化は、特に明記されていない限り、SOLIDWORKS Designソリューションに適用されます。

3DSwymにAURAを搭載

SOLIDWORKS内でのコラボレーション

メリット 
迅速な回答、簡単な要約、スマ
ートな会話でSOLIDWORKSワ
ークフローを加速します。

メリット
SOLIDWORKS内から直接、
関係者と簡単にコラボレー
ションし、データを共有でき
ます。
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図面スタンプと完成度ステータス情報 メリット
トレーサビリティとコミュニケ
ーションを向上させながら、
正確でシームレスな変更管
理を実現できます。

3DEXPERIENCE®プラットフォームでのカット リストのサ
ポート

メリット 
カット リストを管理し、EBOM/
MBOMを統合することで、設計
と生産を容易に調整できます。

•	コミュニティへの投稿、Wiki、質問、アイデアを素早く要約
して、重要情報を一目で把握できます。

•	任意の投稿、Wiki、アイデア、さらにはコミュニティ全体か
ら文脈を抽出することで、よりスマートな会話を開始
し、AURAから関連性の高い、適切な回答を得ることがで
きます。

•	SOLIDWORKS内からSOLIDWORKSユーザー フォーラム
に直接アクセスすることで、関係者と簡単にコラボレーシ
ョンできます。

•	クラウド ストレージやデータ変換の問題を気にすること
なく、SOLIDWORKSから直接3DDriveと3DSwymを使用し
て情報をシームレスに共有することで、コラボレーション
を効率化できます。

•	正確な変更管理のために、図面にリアルタイムのPLMプ
ロパティの更新を反映できます。 

•	図面にユーザー名と電子メール アドレスのスタンプを押
すことで、トレーサビリティを強化し、関係者との連絡を
合理化できます。

•	シームレスなカット リストの管理、ビジュアリゼーション、
およびEBOM/MBOM統合により、設計から製造までのワ
ークフローの効率を向上させます。

•	アクティブなテナントに関連するファイルのみを表示するこ
とで、ワークフローを効率化し、複数のテナントで作業する
ユーザーの重複作業を防止します。

5 アクティブなテナントからの最近のファイルへのアクセス メリット 
アクティブなテナントごとに、
最近使用した関連ファイルの
みを表示することで、乱雑さ
や重複を解消できます。



Bookmark Editorの機能強化 メリット 
関連するブックマークへの高
速かつ正確なアクセスによ
り、ナビゲーションを簡素化
し、わかりやすくします。

•	プログラムから開く（Open With）機能が合理化され、複
数のアプリケーションをサポートするようになりました。
この機能により、任意のオブジェクトから関連ブックマー
クに素早くアクセスできます。

•	複数のブックマークが存在する場合は、関連するブックマ
ークを選択して、わかりやすく簡単にアクセスできます。
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9 エンタープライズ ドキュメントの完成度のルーティング
および承認

ブックマーク コンテンツの自動更新

メリット 
承認ワークフローを自動化し
て、制御を強化し、効率を向
上させ、一貫したガバナンス
を実現します。

メリット 
各セクションでの自動チェッ
クと更新により、常に最新の
状態のブックマークコンテン
ツにアクセスできます。

•	ドキュメントの完成度ステートの変更時に事前定義され
たルート テンプレートを自動的にトリガーすることで、エ
ンタープライズ レベルの承認ワークフローを実施します。

•	必要なすべての承認の適切な開始、追跡、監視が可能です。

•	手動更新の必要性を排除し、常に最新バージョンを使用
して、ブックマーク ファイルの場所をリアルタイムで自動
更新します。
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設計テーブルのExcelファイル管理 メリット 
3DEXPERIENCEプラットフォ
ームでExcel設計テーブルを
管理することで、バージョン 
エラーを削減し、一貫性を確
保できます。

•	SOLIDWORKS Design Tablesで使用されるExcelファイルを
3DEXPERIENCEプラットフォームで直接管理することで、
設計の自動化を改善し、データの整合性を維持します。

変形可能な部品のサポート メリット 
編集不可部品と編集可能部
品の管理を簡素化し、複雑な
アセンブリの設計精度と効率
を向上させることができます。

•	編集不可部品と編集可能部品の状態管理を効率化し、 
複雑なアセンブリの設計精度と効率を向上させます。
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ダッソー・システムズは、人々の進歩を促す役割を担います。1981年以来、バーチャル世界を開拓し続け、消費者、患者、そして市民のよ
り良い生活を実現しています。 
ダッソー・システムズの3DEXPERIENCEプラットフォームを活用することで、あらゆる規模、業種の37万社のお客様が、共同作業、想像、そして価値ある影響を及ぼす持続可能な技術革新
を可能にしています。

詳細については、www.3ds.com（英語）、www.3ds.com/ja（日本語）をご参照ください。


